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県立丹沢湖ビジターセンター
（共催）県立西丹沢自然教室
●自然教室「実践！山でのトラブル対処法」
　内　容：人がたおれた!!血が止まらない!!  そんな時の対
                    処法を学びます。
　実施日：１０月１６日（日）
　時　間：９：００～１６：００
　 募集人数：高校生以上２０名
　参加費：１，５００円
　締　切：１０／３（月）
　 集合・解散：西丹沢自然教室　＊周辺の登山道を歩きます。

県立秦野ビジターセンター
●自然教室「丹沢登山！～自然再生の現場を訪ねて～」
　内　容：自然再生って？丹沢で何が起きてるの？
　　　　　県担当者の話を聞きながら、三ノ塔を登
　　　　　ります。標高差(約900m)。
　実施日：平成２３年９月２５日(日)
　時　間：９：１５～１６：３０頃
　協　力：県自然環境保全センター
　募集人数：高校生以上30名（健脚向け）
　参加費：1,500円（保険代、資料代）
　締　切：9月8日(木)
　集　合：ヤビツ峠　解散：大倉バス停

県立宮ケ瀬ビジターセンター
●自然教室「丹沢の野生動物～生活をさぐってみよう～」
　内　容：丹沢はたくさんの野生動物がくらす場所。
　　　　　その生活をじっくりさぐってみよう！
　実施日：平成２３年10月22日(土)
　時　間：10:00～15:30
　募集人数：30名（未就学児不可）
　参加費：1,000円（保険代込）
　締　切：10月１日(土)
      集合・解散：宮ケ瀬ビジターセンター
　

丹沢大山自然再生委員会
●自然再生シンポジウム～見えてきた丹沢再生～
　内　容：丹沢の自然環境の保全・再生に取組む、丹沢
　　　　　を知り抜いた人々からの活動報告や意見交換
　　　　　を行います。ぜひご参加ください！
　実施日：平成２３年１０月３０日(日)
　時　間：１３：００～１７：００
　場　所：かながわ労働プラザ（横浜市中区）
　募集人数：２８０名
　参加費：無料
　締　切：１０月２０日（木）
　申込み：ホームページ又はＦＡＸにて丹沢大山自然再
　　　　　生委員会まで、ホームページ申込みフォーム
　　　　　（http://www.tanzawasaisei.jp/）、またはＦ
　　　　　ＡX   046-248-0737(行事名・住所・氏名・
　　　　　ＦＡＸ番号・同行者を明記)にて。

【イベント案内】 
県立陣馬自然公園センター
●自然教室「陣場山で秋の草花を楽しもう」
　内　容：陣場山で草花を楽しみながら、山頂を目指しま       
                    しょう！　標高差約500m
　実施日：9月29日（木）
　時　間：8:45～14:30頃
　募集人数：20名（未就学児不可）
　参加費：1,000円（保険代込み）
　集合・解散：陣馬自然公園センター
　締　切：9月14日（水）必着

県立ビジターセンター行事のお申込み
往復はがきに行事名・参加者全員の氏名・年齢・住所・電話
番号を記入の上、締切日必着で各ビジターセンターまで。宮
ケ瀬・丹沢湖ではFAXでの応募も受け付けております（その
際はＦＡＸ番号を明記）。
※応募者多数の場合は抽選となります。

99月号月号9月号月号
No.91No.91No.91No.91

休館日のお知らせ
県立ビジターセンター：月曜日（祝日開館）、祝日翌日（土日開館）
　　　　　　　　　     1～3月第2木曜日（祝日開館）
 　　　　　　　　　   年末年始（12/29～1/3）
箱根ビジターセンター：６月第２水曜日とその翌日、
　　　　　　　　　　年末年始（12/28～1/1）

神奈川県公園協会 検索

丹沢湖ビジターセンター
アサギマダラのお気に入り

　どの花が好き？アサギマダラに聞いても答えてくれませんが、彼らの様子を見ていると、何となく好きな花がみえてき

ます。今までアサギマダラがとまっていた花を思い浮かべると、ウツギ、テンニンソウ、タムラソウ、ヒヨドリバナ、ノコンギ

ク、アザミ等々です。この中で一番多く集まる花は、ヒヨドリバナの仲間が多いように思います。ヒヨドリバナの仲間には、

ヒヨドリバナ、ハコネヒヨドリ、サワヒヨドリなどがあります。一番多いときには、20頭ぐらいのアサギマダラの群れがヒヨ

ドリバナに集まっていました。

　アサギマダラは、渡りをする蝶として知られ、中には1,500キロメートル以上移動するものもあるようです。夏から秋に

かけて山を歩いていると目にする機会が多くなります。その時に花の蜜を吸引する姿が見られます。

　みなさんも山を歩いていてアサギマダラを見かけたら、どんな花にとまっているか観察してみてください。きっとアサ

ギマダラの好きな花がみえてくると思います。（大津）

オカトラノオにとまるアサギマダラ

オトコエシサワヒヨドリ タムラソウ




